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本試験では，浮上後の給餌率を一定にして管理しま

したが，今後の技術開発試験では複数の給餌率を組み

合わせた飼育も考えられます。また，地域特性や環境

の微妙な違いにより，同じ管理を行っても全く同じ結

果にはならない可能性があることから，実際に低給餌

率で管理する場合は，事前に試験を行い，稚魚の健苗

性に及ぼす影響を把握した後，事業規模で実施するこ

とをおすすめします。
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ニジマス養殖では，一般的にライトリッツの給餌率表(表 1)を基本に日々の餌が与えられており，他のサケ

科魚類の養殖においても，これを参考にして給餌することが多いようです。この給餌率表は1959 年にアメリカ

のライトリッツ氏がニジマスの体の大きさと飼育水温の違いによって，1 日あたり体重の何パーセントの餌を

与えれば良いかを研究し作成したものです(Leitritz 1959)。 
サケのふ化放流事業では，1967 年に乾燥配合餌料による給餌が始まり，当初はライトリッツの給餌率表に従

った給餌が行われましたが，放流体重が 1 g 程度のサケには多すぎて残餌が出たことから，ライトリッツ表の

値に0.8 を乗じた給餌率を目安として給餌されるようになりました(野川・八木沢 2011)。これがサケの標準給

餌率表(表 2)と呼ばれるもので，多くのサケのふ化場でこれに従った給餌が行われています。 
当機構では，ふ化場の技術者に対して技術普及を行っており，新規の技術者などに餌の量を聞かれた場合に

は，まず，このサケの標準給餌率表を示しながら給餌方法を説明します。しかし，稚魚の摂餌は飼育水温と体

重だけでなく，餌料や飼育用水の質，稚魚のコンディションによっても違いが出るものであり，この給餌率表

の値はあくまで目安に過ぎません。このため，実際の給餌にあたっては，稚魚の摂餌状態を良く観察し，放流

の時期なども考慮した上で加減することも必要になります。 
 
表1. ライトリッツによるニジマスの給餌率表（谷崎ら 1974 より一部抜粋） 
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2 2.6 2.2 1.7 1.3 1.0 0.8 0.7 
3 2.8 2.3 1.8 1.4 1.1 0.9 0.7 
4 3.1 2.5 2.0 1.6 1.2 1.0 0.8 
5 3.3 2.7 2.2 1.7 1.3 1.1 0.9 
6 3.5 3.0 2.4 1.9 1.5 1.2 1.0 
7 3.9 3.2 2.6 2.0 1.6 1.3 1.1 
8 4.2 3.5 2.8 2.2 1.7 1.4 1.2 
9 4.5 3.8 3.1 2.4 1.8 1.5 1.3 

10 4.9 4.2 3.3 2.6 2.0 1.6 1.4 
11 5.3 4.5 3.6 2.8 2.1 1.7 1.5 
12 5.7 4.8 3.9 3.0 2.3 1.8 1.6 

水温 
℃ 

給餌率 
 % 

2 1.8 
3 1.8 
4 2.0 
5 2.2 
6 2.4 
7 2.6 
8 2.8 
9 3.0 

10 3.4 
11 3.6 
12 3.8 

表2. サケの標準給餌率表


